








研究目的 

新生児においては,頭蓋内出血,出血後水頭症,化膿性髄膜炎,低酸素性虚血性脳症などでし

ばしば頭蓋内圧亢進状態となる。頭蓋内圧の亢進は脳組織に破壊的な影響を与えるので治

療上,頭蓋内圧を監視することの価値は高い。 

新生児では大泉門上にセンサーをおくことによって頭蓋内圧(ICP)を無侵襲に連続監視す

ることが出来る。そこで今回は pressure activated fiberoptic sensorを用いて,早期新

生児期における頭蓋内圧の変動を観察し,その有用性について検討した。 


